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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部に所要の各部を配置する外筐と、
　外筐の内部に配置された撮像素子と、
　外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路基板とを備え、
　外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない放熱用空気流
通路を形成し、
　外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部として設け、
　回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用空気流
通路から外筐の外部へ放出するようにし、
　外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟んだ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置さ
れた第２の配置空間とを形成し、
　外筐の流通路形成部に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２の配置空間側に位
置する第２の部分とを設け、
　第１の配置空間に撮像素子を配置し、
　流通路形成部の第１の部分を第２の部分より熱伝導率の低い材料によって形成した
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
内部に所要の各部を配置する外筐と、
　外筐の内部に配置された撮像素子と、
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　外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路基板とを備え、
　外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない放熱用空気流
通路を形成し、
　外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部として設け、
　回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用空気流
通路から外筐の外部へ放出するようにし、
　外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟んだ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置さ
れた第２の配置空間とを形成し、
　外筐の内部に第１の配置空間と第２の配置空間を仕切る隔壁を設け、
　外筐の流通路形成部に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２の配置空間側に位
置する第２の部分とを設け、
　第１の配置空間に撮像素子を配置し、
　隔壁を流通路形成部の第２の部分より熱伝導率の低い材料によって形成した
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
内部に所要の各部を配置する外筐と、
　外筐の内部に配置された撮像素子と、
　外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路基板とを備え、
　外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない放熱用空気流
通路を形成し、
　外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部として設け、
　回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用空気流
通路から外筐の外部へ放出するようにし、
　外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟んだ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置さ
れた第２の配置空間とを形成し、
　外筐の内部に形成された第１の配置空間にディスク状記録媒体の駆動を行うディスクド
ライブを配置し、
　外筐の流通路形成部に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２の配置空間側に位
置する第２の部分とを設け、
　流通路形成部の第１の部分を第２の部分より熱伝導率の低い材料によって形成した
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
内部に所要の各部を配置する外筐と、
　外筐の内部に配置された撮像素子と、
　外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路基板とを備え、
　外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない放熱用空気流
通路を形成し、
　外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部として設け、
　回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用空気流
通路から外筐の外部へ放出するようにし、
　外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟んだ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置さ
れた第２の配置空間とを形成し、
　外筐の内部に第１の配置空間と第２の配置空間を仕切る隔壁を設け、
　外筐の内部に形成された第１の配置空間にディスク状記録媒体の駆動を行うディスクド
ライブを配置し、
　外筐の流通路形成部に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２の配置空間側に位
置する第２の部分とを設け、
　隔壁を流通路形成部の第２の部分より熱伝導率の低い材料によって形成した
　ことを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置についての技術分野に関する。詳しくは、外筐の外面側に外筐の内部
に連通しない放熱用空気流通路を形成して小型化を確保しつつ放熱効率の向上等を図る技
術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラ等の撮像装置にあっては、外筐の内部に発熱体となる電子部品が搭載され
た回路基板や被写体の像を画像信号に変換するための撮像素子等が配置されている。
【０００３】
　撮像素子は、一般に、耐熱性が低いため、電子部品に発生する熱による外筐の内部温度
の上昇を抑制する必要がある。
【０００４】
　従来、内部温度の上昇を抑制する構造体として、発熱体と他の部品とを外筐の内部に仕
切板を設けて隔離し、発熱体に発生した熱を金属等によって形成した外筐に伝達させて外
部へ放出するようにしたものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　また、従来の撮像装置には、外筐の内部に冷却用ファンを配置し、外筐に形成した吸気
孔から冷却空気を取り込み、冷却用ファンによって外筐に形成した排気孔から熱を外部に
放出するようにしたものがある。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２４９７８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところが、特許文献１に記載された構造体においては、外筐の全体に熱を伝達させて外
部へ放出する構造であるため、例えば、撮像装置のように使用者が外筐を把持して使用（
撮影）する装置においては、使用者の手に熱が伝わり違和感を感じてしまい、使い勝手が
悪くなってしまうと言う問題がある。従って、使い勝手の向上を図るためには、外筐に伝
達させる熱量を抑制したり、外筐を大型化して放熱効率を向上させる等の手段が必要とな
る。
【０００８】
　また、上記した従来の撮像装置のように、外筐に吸気孔や排気孔を形成した場合には、
吸気孔や排気孔から塵埃等が外筐の内部に侵入し動作不良を引き起こすおそれがある。
【０００９】
　そこで、本発明撮像装置は、上記した問題点を克服し、小型化を確保しつつ放熱効率の
向上等を図ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明撮像装置は、上記した課題を解決するために、内部に所要の各部を配置する外筐
と、外筐の内部に配置された撮像素子と、外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が
搭載された回路基板とを設け、外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内
部に連通しない放熱用空気流通路を形成し、外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流
通路形成部として設け、回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝
達させて放熱用空気流通路から外筐の外部へ放出するようにし、さらに、外筐の内部に、
放熱用空気流通路を挟んだ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置された第２の配置空
間とを形成し、外筐の流通路形成部に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２の配
置空間側に位置する第２の部分とを設け、第１の配置空間に撮像素子を配置し、流通路形
成部の第１の部分を第２の部分より熱伝導率の低い材料によって形成するなどしたもので
ある。
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【００１１】
　従って、本発明撮像装置にあっては、発熱体となる電子部品に発生した熱が流通路形成
部を介して放熱用空気流通路から外筐の外部へ放出される。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１に記載した発明にあっては、内部に所要の各部を配置する外筐と、外筐の内部
に配置された撮像素子と、外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路
基板とを備え、外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない
放熱用空気流通路を形成し、外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部とし
て設け、回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用
空気流通路から外筐の外部へ放出するようにしたので、撮影時等に使用者が把持する外筐
の部分には熱が伝達され難く、外筐に伝達させる熱量を抑制したり、外筐を大型化して放
熱効率を向上させる等の手段を講じる必要がなく、撮像装置の小型化を確保しつつ放熱効
率の向上を図ることができる。そして、さらに、外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟ん
だ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置された第２の配置空間とを形成したので、第
１の配置空間に熱の影響を受け易い部品を配置した場合に、放熱用空気流通路によって熱
の影響を受け易い部品を電子部品から離隔して位置させることができ、熱の影響を受け易
い部品に対する熱の影響を低減することができる。そして、さらに、外筐の流通路形成部
に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２の配置空間側に位置する第２の部分とを
設け、第１の配置空間に撮像素子を配置し、流通路形成部の第１の部分を第２の部分より
熱伝導率の低い材料によって形成したので、電子部品から第２の部分に伝達された熱が第
１の部分に伝達され難く、第１の配置空間の内部温度の上昇を抑制することができる。
【００１９】
　請求項２に記載した発明にあっては、内部に所要の各部を配置する外筐と、外筐の内部
に配置された撮像素子と、外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路
基板とを備え、外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない
放熱用空気流通路を形成し、外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部とし
て設け、回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用
空気流通路から外筐の外部へ放出するようにしたので、撮影時等に使用者が把持する外筐
の部分には熱が伝達され難く、外筐に伝達させる熱量を抑制したり、外筐を大型化して放
熱効率を向上させる等の手段を講じる必要がなく、撮像装置の小型化を確保しつつ放熱効
率の向上を図ることができる。そして、さらに、外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟ん
だ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置された第２の配置空間とを形成したので、第
１の配置空間に熱の影響を受け易い部品を配置した場合に、放熱用空気流通路によって熱
の影響を受け易い部品を電子部品から離隔して位置させることができ、熱の影響を受け易
い部品に対する熱の影響を低減することができる。そして、さらに、外筐の内部に第１の
配置空間と第２の配置空間を仕切る隔壁を設けたので、第２の配置空間から第１の配置空
間への熱の移動が行われ難く、第１の配置空間の内部温度の上昇を抑制することができる
。そして、さらに、外筐の流通路形成部に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２
の配置空間側に位置する第２の部分とを設け、第１の配置空間に撮像素子を配置し、隔壁
を流通路形成部の第２の部分より熱伝導率の低い材料によって形成したので、第２の配置
空間から第１の配置空間への熱の移動が行われ難く、第１の配置空間の内部温度の上昇を
抑制することができる。 
【００２２】
　請求項３に記載した発明にあっては、内部に所要の各部を配置する外筐と、外筐の内部
に配置された撮像素子と、外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路
基板とを備え、外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない
放熱用空気流通路を形成し、外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部とし
て設け、回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用
空気流通路から外筐の外部へ放出するようにしたので、撮影時等に使用者が把持する外筐
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の部分には熱が伝達され難く、外筐に伝達させる熱量を抑制したり、外筐を大型化して放
熱効率を向上させる等の手段を講じる必要がなく、撮像装置の小型化を確保しつつ放熱効
率の向上を図ることができる。そして、さらに、外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟ん
だ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置された第２の配置空間とを形成したので、第
１の配置空間に熱の影響を受け易い部品を配置した場合に、放熱用空気流通路によって熱
の影響を受け易い部品を電子部品から離隔して位置させることができ、熱の影響を受け易
い部品に対する熱の影響を低減することができる。そして、さらに、外筐の内部に形成さ
れた第１の配置空間にディスク状記録媒体の駆動を行うディスクドライブを配置したので
、熱の影響を受け易いディスクドライブに対する熱の影響を低減することができる。そし
て、さらに、外筐の流通路形成部に第１の配置空間側に位置する第１の部分と第２の配置
空間側に位置する第２の部分とを設け、流通路形成部の第１の部分を第２の部分より熱伝
導率の低い材料によって形成したので、熱の影響を受け易いディスクドライブに対する熱
の影響を低減することができる。
【００２３】
　請求項４に記載した発明にあっては、内部に所要の各部を配置する外筐と、外筐の内部
に配置された撮像素子と、外筐の内部に配置され発熱体となる電子部品が搭載された回路
基板とを備え、外筐の外面側に少なくとも外筐の一面に開口され外筐の内部に連通しない
放熱用空気流通路を形成し、外筐の一部を放熱用空気流通路を形成する流通路形成部とし
て設け、回路基板に搭載された電子部品に発生する熱を流通路形成部を伝達させて放熱用
空気流通路から外筐の外部へ放出するようにしたので、撮影時等に使用者が把持する外筐
の部分には熱が伝達され難く、外筐に伝達させる熱量を抑制したり、外筐を大型化して放
熱効率を向上させる等の手段を講じる必要がなく、撮像装置の小型化を確保しつつ放熱効
率の向上を図ることができる。そして、さらに、外筐の内部に、放熱用空気流通路を挟ん
だ反対側に第１の配置空間と回路基板が配置された第２の配置空間とを形成したので、第
１の配置空間に熱の影響を受け易い部品を配置した場合に、放熱用空気流通路によって熱
の影響を受け易い部品を電子部品から離隔して位置させることができ、熱の影響を受け易
い部品に対する熱の影響を低減することができる。そして、さらに、外筐の内部に第１の
配置空間と第２の配置空間を仕切る隔壁を設けたので、第２の配置空間から第１の配置空
間への熱の移動が行われ難く、第１の配置空間の内部温度の上昇を抑制することができる
。そして、さらに、外筐の内部に形成された第１の配置空間にディスク状記録媒体の駆動
を行うディスクドライブを配置したので、熱の影響を受け易いディスクドライブに対する
熱の影響を低減することができる。そして、さらに、外筐の流通路形成部に第１の配置空
間側に位置する第１の部分と第２の配置空間側に位置する第２の部分とを設け、隔壁を流
通路形成部の第２の部分より熱伝導率の低い材料によって形成したので、第２の配置空間
から第１の配置空間への熱の移動が行われ難く、第１の配置空間の内部温度の上昇を抑制
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態を添付図面に従って説明する。
【００２５】
　以下に示した最良の形態は、本発明撮像装置をビデオカメラに適用したものである。尚
、本発明の適用範囲はビデオカメラに限られることはなく、例えば、スチルカメラや画像
を撮影する他の撮像装置に広く適用することができる。
【００２６】
　以下の説明にあっては、ビデオカメラの撮影時において撮影者（使用者）から見た方向
で前後上下左右の方向を示すものとする。従って、被写体側を前方とし、撮影者側を後方
とする。尚、以下に示す前後上下左右の方向は説明の便宜上のものであり、本発明の実施
に関しては、これらの方向に限定されることはない。
【００２７】
　撮像装置（ビデオカメラ）１は、外筐２内に所要の各部が配置されて成る。
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【００２８】
　撮像装置１は、例えば、図１に示すように、本体部３と該本体部３の前端に設けられた
鏡筒部４と本体部３の上方に設けられた把手部５とを備え、鏡筒部４の内部には図示しな
いズームレンズやフォーカスレンズ等の各種のレンズが配置され、把手部５の後端部に図
示しないファインダーが設けられている。
【００２９】
　本体部３には、例えば、左右に貫通された放熱用空気流通路６が形成されている（図１
及び図２参照）。本体部３は箱状に形成された外面部７と該外面部７の内側に位置された
流通路形成部８とによって構成され、放熱用空気流通路６は流通路形成部８に囲まれるこ
とにより形成されている。流通路形成部８は後方に開口する凹状に形成された第１の部分
９と前方に開口する凹状に形成された第２の部分１０とが前後で結合されて成る。
【００３０】
　第１の部分９は第２の部分１０より熱伝導率の低い材料によって形成され、第１の部分
９は、例えば、ＡＢＳ（アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン共重合樹脂）やＰＣ（
ポリカーボネート樹脂）等の樹脂材料によって形成され、第２の部分１０は、例えば、マ
グネシウム、アルミニウム、銅等の金属材料によって形成されている。
【００３１】
　本体部３の内部には、該本体部３の内部空間を前後に仕切る隔壁１１が設けられている
。隔壁１１は流通路形成部８の第２の部分１０より熱伝導率の低い材料、例えば、第１の
部分９と同一の樹脂材料によって環状に形成され、外周面が外面部７の内面に連続され内
周面が流通路形成部８の第１の部分９における後端部に連続されている。隔壁１１には挿
通孔１１ａが形成されている。
【００３２】
　本体部３の内部には、流通路形成部８及び隔壁１１によって前後に仕切られた２つの空
間が形成され、この２つの空間はそれぞれ第１の配置空間３ａ、第２の配置空間３ｂとさ
れている。
【００３３】
　第１の配置空間３ａには被写体の像を画像信号に変換する撮像素子１２が配置されてい
る。
【００３４】
　第２の配置空間３ｂには回路基板１３が配置されている。回路基板１３は撮像装置１に
設けられた所定の各部に対する各種の制御を行う回路であり、例えば、撮像素子１２の画
像処理に対する制御等を行う。回路基板１３は、前後方向を向くように配置され、前面に
発熱体となる複数の電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が搭載されている。
【００３５】
　回路基板１３には接続線１３ａの一端部が接続され、該接続線１３ａは隔壁１１の挿通
孔１１ａに挿入され、他端部が撮像素子１２に接続されている。
【００３６】
　回路基板１３に搭載された電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・と流通路形成部８の第２の
部分１０との間には、伝熱シート１５が配置されている。伝熱シート１５は一方の面（前
面）が第２の部分１０に接触され他方の面（後面）が電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・に
接触されている。
【００３７】
　以上のように構成された撮像装置１において、撮影時等に各部が動作されると、回路基
板１３に搭載された電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が発熱し、この発生した熱が伝熱シ
ート１５を介して流通路形成部８の金属材料等によって形成された第２の部分１０に伝達
され、放熱用空気流通路６から外筐２の外部へ放出される。
【００３８】
　このとき流通路形成部８は、上記したように、第１の配置空間３ａ側に位置された第１
の部分９が第２の配置空間３ｂ側に位置された第２の部分１０より熱伝導率の低い材料に
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よって形成されているため、電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・から第２の部分１０に伝達
された熱が第１の部分９に伝達され難い。
【００３９】
　また、本体部３の内部は、流通路形成部８及び熱伝導率の低い材料によって形成された
隔壁１１によって第１の配置空間３ａと第２の配置空間３ｂに仕切られているため、第２
の配置空間３ｂから第１の配置空間３ａへの熱の移動が行われ難い。
【００４０】
　以上に記載した通り、撮像装置１にあっては、外筐２の外面側に該外筐２の外面部７に
開口された放熱用空気流通路６を形成し、該放熱用空気流通路６から外筐２の外部へ熱を
放出するようにしているため、撮影時等に使用者が把持する外面部７には熱が伝達され難
い。
【００４１】
　従って、外筐２に伝達させる熱量を抑制したり、外筐２を大型化して放熱効率を向上さ
せる等の手段を講じる必要がなく、撮像装置１の小型化を確保しつつ放熱効率の向上を図
ることができる。
【００４２】
　また、放熱用空気流通路６が外筐２の内部と連通されていないため、外筐２の内部への
塵埃等の侵入を防止することができ、外筐２の内部に配置された各部の動作の信頼性の向
上を図ることができる。
【００４３】
　さらに、放熱用空気流通路６を形成する流通路形成部８は、第１の部分９が第２の部分
１０より熱伝導率の低い材料によって形成されているため、電子部品１４ａ、１４ｂ、・
・・から第２の部分１０に伝達された熱が第１の部分９に伝達され難く、第１の配置空間
３ａの内部温度の上昇が抑制され撮像素子１２の動作の信頼性を確保することができる。
【００４４】
　さらにまた、撮像装置１にあっては、放熱用空気流通路６を二方に開口し外筐２を貫通
するように形成しているため、放熱用空気流通路６における空気の良好な流動性を確保す
ることができ、冷却効率の向上を図ることができる。
【００４５】
　加えて、外筐２の内部に、放熱用空気流通路６を挟んだ反対側に第１の配置空間３ａと
回路基板１３が配置された第２の配置空間３ｂとを形成しているため、第１の配置空間３
ａに配置された撮像素子１２を放熱用空気流通路６によって電子部品１４ａ、１４ｂ、・
・・から離隔して位置させることができ、撮像素子１２に対する熱の影響を低減すること
ができる。
【００４６】
　また、隔壁１１によって第１の配置空間３ａと第２の配置空間３ｂが仕切られるため、
第２の配置空間３ｂから第１の配置空間３ａへの熱の移動が行われ難く、第１の配置空間
３ａの内部温度の上昇を抑制することができる。
【００４７】
　隔壁１１は流通路形成部８の第２の部分１０より熱伝導率の低い材料によって形成され
ているため、第２の配置空間３ｂから第１の配置空間３ａへの熱の移動が行われ難く、第
１の配置空間３ａの内部温度の上昇を一層抑制することができる。
【００４８】
　尚、上記には、外筐２に左右に貫通された放熱用空気流通路６を形成した例を示したが
、放熱用空気流通路は貫通された形状に限られることはなく、少なくとも外筐２の一面に
開口されていればよく、例えば、一方に開口された凹状に形成されていてもよい。また、
放熱用空気流通路を外筐２の３面以上に開口された貫通された形状に形成することも可能
である。
【００４９】
　以下に、撮像装置１の各変形例について説明する（図３乃至図８参照）。
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【００５０】
　尚、以下に示す各変形例における説明においては、上記した撮像装置１と比較して異な
る部分についてのみ詳細に説明をし、その他の部分については撮像装置１における同様の
部分に付した符号と同じ符号を付して説明は省略する。
【００５１】
　第１の変形例にあっては、図３に示すように、放熱用空気流通路６Ａが上下に貫通され
た形状に形成されている。このように上下に貫通された放熱用空気流通路６Ａを有するこ
とにより、高温の空気が上方へ移動されるという空気の特性を利用することが可能となり
、冷却効率の向上を図ることができる。
【００５２】
　第２の変形例にあっては、図４に示すように、放熱用空気流通路６Ｂが側方及び上方に
貫通されＬ字状を為すように屈曲された形状に形成されている。このように上方に開口さ
れ貫通された放熱用空気流通路６Ｂを有することにより、高温の空気が上方へ移動される
という空気の特性を利用することが可能となり、冷却効率の向上を図ることができる。
【００５３】
　また、放熱用空気流通路６Ｂを屈曲された形状に形成することにより、設計の自由度の
向上を図ることができる。
【００５４】
　第３の変形例にあっては、図５に示すように、回路基板１３Ａの両面に電子部品１４ａ
、１４ｂ、・・・が搭載されている。
【００５５】
　第２の配置空間３ｂには、金属材料等の熱伝導率の高い材料によって形成された熱伝達
部材１６が配置されている。熱伝達部材１６は、前後方向を向く接触面部１６ａと、該接
触面部１６ａの上下両端部からそれぞれ前方へ突出された連結部１６ｂ、１６ｂと、該連
結部１６ｂ、１６ｂの前端部に設けられた被取付部１６ｃ、１６ｃとから成る。熱伝達部
材１６は接触面部１６ａが伝熱シート１７を介して回路基板１３Ａの後面に搭載された電
子部品１４ａ、１４ｂ、・・・に接触され、被取付部１６ｃ、１６ｃが流通路形成部８の
第２の部分１０の上下両端部に取り付けられている。
【００５６】
　第３の変形例において、撮影時等に各部が動作されると、回路基板１３Ａに搭載された
電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が発熱し、この発生した熱が伝熱シート１５を介して第
２の部分１０に伝達されると共に伝熱シート１７及び熱伝達部材１６を介して第２の部分
１０に伝達され、放熱用空気流通路６から外筐２の外部へ放出される。
【００５７】
　このように回路基板１３Ａの両面に電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が搭載された場合
においても、放熱用空気流通路６から外筐２の外部へ熱が放出され、撮像装置１の小型化
を確保しつつ放熱効率の向上を図ることができる。
【００５８】
　第４の変形例にあっては、図６に示すように、本体部３の内部が隔壁１１Ａによって第
１の配置空間３ａと第２の配置空間３ｂに仕切られ、第２の配置空間３ｂに流通路形成部
８Ａが設けられている。
【００５９】
　第２の配置空間３ｂには２つの回路基板１３、１３が配置されている。一方の回路基板
１３には後面に電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が搭載され、他方の回路基板１３には前
面に電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が搭載されている。
【００６０】
　流通路形成部８Ａは、その全体が熱伝導率の高い金属材料等によって形成されている。
【００６１】
　回路基板１３、１３に搭載された電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・は、それぞれ伝熱シ
ート１５、１５を介して流通路形成部８Ａに接触されている。



(9) JP 4264583 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

【００６２】
　撮影時等に各部が動作されると、回路基板１３、１３に搭載された電子部品１４ａ、１
４ｂ、・・・が発熱し、この発生した熱が伝熱シート１５、１５を介して流通路形成部８
Ａに伝達され、放熱用空気流通路６から外筐２の外部へ放出される。
【００６３】
　このように２つの回路基板１３、１３を有している場合においても、放熱用空気流通路
６から外筐２の外部へ熱が放出され、撮像装置１の小型化を確保しつつ放熱効率の向上を
図ることができる。
【００６４】
　第５の変形例にあっては、図７に示すように、本体部３の内部が隔壁１１Ａによって第
１の配置空間３ａと第２の配置空間３ｂに仕切られ、第２の配置空間３ｂに２つの流通路
形成部８Ａ、８Ａが設けられている。
【００６５】
　第２の配置空間３ｂには３つの回路基板１３、１３Ａ、１３が配置されている。前側に
位置する回路基板１３には後面に電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が搭載され、中央に位
置する回路基板１３Ａには前後両面にそれぞれ電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が搭載さ
れ、後側に位置する回路基板１３には前面に電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・が搭載され
ている。
【００６６】
　流通路形成部８Ａ、８Ａは、それぞれその全体が熱伝導率の高い金属材料等によって形
成されている。
【００６７】
　回路基板１３、１３Ａ、１３に搭載された電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・は、それぞ
れ伝熱シート１５、１５、・・・を介して流通路形成部８Ａ、８Ａに接触されている。
【００６８】
　撮影時等に各部が動作されると、回路基板１３、１３Ａ、１３に搭載された電子部品１
４ａ、１４ｂ、・・・が発熱し、この発生した熱が伝熱シート１５、１５、・・・を介し
て流通路形成部８Ａ、８Ａに伝達され、放熱用空気流通路６、６から外筐２の外部へ放出
される。
【００６９】
　このように３つの回路基板１３、１３Ａ、１３を有している場合においても、放熱用空
気流通路６、６から外筐２の外部へ熱が放出され、撮像装置１の小型化を確保しつつ放熱
効率の向上を図ることができる。
【００７０】
　尚、第５の変形例には、２つの流通路形成部８Ａ、８Ａと３つの回路基板１３、１３Ａ
、１３を配置した場合を例として説明したが、流通路形成部と回路基板の数はこれらの数
に限られることはなく、配置される回路基板の数に応じて流通路形成部の数を決定して電
子部品に発生する熱の放出を行うようにすることが可能である。
【００７１】
　第６の変形例にあっては、図８に示すように、例えば、本体部３に上下に貫通され断面
形状が縦長の放熱用空気流通路６Ｃが形成されている。放熱用空気流通路６Ｃを形成する
流通路形成部８Ｃは、右半部が熱伝導率の低い樹脂材料等によって形成された第１の部分
９Ｃとして設けられ、左半部が熱伝導率の高い金属材料等によって形成された第２の部分
１０Ｃとして設けられている。
【００７２】
　本体部３の内部は、放熱用空気流通路６Ｃの右側の部分が第１の配置空間３ｃとして形
成され、放熱用空気流通路６Ｃの左側の部分が第２の配置空間３ｄとして形成されている
。第１の配置空間３ｃと第２の配置空間３ｄは、熱伝導率の低い樹脂材料等によって形成
された隔壁１１Ｃによって仕切られている。
【００７３】
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　第１の配置空間３ｃにはディスク状記録媒体の駆動を行うディスクドライブ１８が配置
され、第２の配置空間３ｄには回路基板１３が配置されている。回路基板１３に搭載され
た電子部品１４ａ、１４ｂ、・・・は、伝熱シート１５を介して流通路形成部８Ｃの第２
の部分１０Ｃに接触されている。
【００７４】
　撮影時等に各部が動作されると、回路基板１３に搭載された電子部品１４ａ、１４ｂ、
・・・が発熱し、この発生した熱が伝熱シート１５を介して流通路形成部８Ｃに伝達され
、放熱用空気流通路６Ｃから外筐２の外部へ放出される。
【００７５】
　ディスクドライブ１８は、一般に、熱の影響を受け易いため、上記のように、回路基板
１３、流通路形成部８Ｃ及びディスクドライブ１８を配置することにより、放熱用空気流
通路６Ｃから外筐２の外部へ熱が放出され、撮像装置１の小型化を確保しつつ放熱効率の
向上を図ることができ、ディスクドライブ１８に対する熱の影響を低減することができる
。
【００７６】
　また、熱伝導率の低い材料によって形成された隔壁１１Ｃによって第１の配置空間３ｃ
と第２の配置空間３ｄが仕切られるため、第２の配置空間３ｄから第１の配置空間３ｃへ
の熱の移動が行われ難く、第１の配置空間３ｃの内部温度の上昇を抑制することができる
。
【００７７】
　上記した最良の形態において示した各部の具体的な形状及び構造は、何れも本発明を実
施する際の具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによって本発明の技術的範
囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】図２乃至図８と共に本発明の最良の形態を示すものであり、本図は、撮像装置の
概略側面図である。
【図２】内部構成を示す概略断面図である。
【図３】第１の変形例を示す概略斜視図である。
【図４】第２の変形例を示す概略斜視図である。
【図５】第３の変形例を示す概略断面図である。
【図６】第４の変形例を示す概略断面図である。
【図７】第５の変形例を示す概略断面図である。
【図８】第６の変形例を示す概略断面図である。
【符号の説明】
【００７９】
　１…撮像装置、２…外筐、３ａ…第１の配置空間、３ｂ…第２の配置空間、６…放熱用
空気流通路、８…流通路形成部、９…第１の部分、１０…第２の部分、１１…隔壁、１２
…撮像素子、１３…回路基板、１４ａ…電子部品、１４ｂ…電子部品、６Ａ…放熱用空気
流通路、６Ｂ…放熱用空気流通路、１３Ａ…回路基板、８Ａ…流通路形成部、１１Ａ…隔
壁、６Ｃ…放熱用空気流通路、８Ｃ…流通路形成部、９Ｃ…第１の部分、１０Ｃ…第２の
部分、１１Ｃ…隔壁、１８…ディスクドライブ、３ｃ…第１の配置空間、３ｄ…第２の配
置空間
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】



(13) JP 4264583 B2 2009.5.20

10

20

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００６－１７２６５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０８５００２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０６３５３４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０６４１４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２３５７９２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２５３１９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３２９９９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２０９４７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－０１３２６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０１－０９０１９１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００６－０８６７５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－０４６８７８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－２９２３６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２８４８８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００５／０７１８２４（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平１１－１１２９２３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／２２２－５／２５７　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

